
  

＜基本目標＞ 

１ 子どもの将来を見据えた教育内容の充実 

２  

３ 個々の子どもにきめの細かい支援をする人材づくり 

４ 子どもの自立を促す施設・設備環境づくり 

＜基本理念＞ 
 

１ 自立（学力向上と社会性の向上の支援） 

２ 社会貢献（ ） 

３ 理解促進（交流及び共同学習の充実） 

組織づくり 
特別支援教育推進体制の整備 
①教育委員会：「巡回指導マニュアル」等の方向
性の提示、関係機関との連携強化 

②各学校：校内委員会の活性化、特別支援教育
コーディネーターの充実 

 
就学・転学相談等の充実 
①就学前機関との連携促進 
②相談体制の充実 
・医師、心理士、元教員等専門家スタッフの
連携強化 

・相談環境の充実 

人材づくり 

全教員の特別支援教育に関わる専門性の向上 

①区研修会の充実 

障害種別の専門研修会の実施、認定講習受講

促進、特別支援教育研修の充実、特別支援教

育コーディネーター研修の充実、校内伝達研

修会の実施 

②校内研修体制の充実 

専門家チーム派遣、巡回相談・巡回指導 

③区教育研究会の研究の充実 

障害種別の研究組織の充実、通常の学級にお

ける研究組織の充実 

 

専門家等を活用した支援の充実 

①「特別支援教室専門員（小）」の活用 

 ・人材の掘り起し 

 ・研修会等の充実 

※特別支援教室専門員とは、巡回指導教員と連携して特別支

援教室の円滑な運営に必要な業務を行う要員。 

②「臨床発達心理士等」の巡回 

・科学的根拠に基づく助言や支援の実施 

・効果的な活用の検討 

 

施設・設備環境づくり 
地域偏在の解消と学級の増設 
①地区の選定 ②設置計画の策定 

エンカレッジルームの設置 
①エンカレッジルーム設置の方向性の提示 

 
※エンカレッジルームとは、特別支援教室、スクール 

カウンセラー事業（教育相談室）、カームダウン、個 

別の学習支援、登校サポートボランティア活用事業※２ 

等、多目的に活用できるような部屋。子どもを勇気付 

け、子どもが自らの努力によって、学校生活を円滑に 

営むこができるようにするための支援を行う部屋のこ 

と。 

＜特別支援教育に係る国の動向＞ 

障害の有無にかかわらず誰もが相互に人格と

個性を尊重し支えあう共生地域の実現 

＜特別支援教育に係る東京都の動向＞ 

東京都特別支援教育推進計画（第三次） 

・すべての学校で実施する特別支援教育の推進 

・つながりを大切にした特別支援教育の推進 

・自立と社会参加をめざす特別支援教育の推進 

特別支援教室の導入ガイドライン 

 情緒障害等通級指導学級が特別支援教室へ 

「江戸川区長期計画・基本計画」（抜粋） 
特別支援教育の充実 
①すべての学校で実施する特別支援教育の推進 
②特別支援学級の計画的な設置 
③特別支援学級教員の専門性の向上 
④きめの細かい就学・転学相談の実施 
⑤関係機関との連携強化 

「江戸川区障害者福祉計画」（抜粋） 
＜基本方針＞ 
自立、共生、社会参加 

 理想の実現 

教育内容の充実 
通常の学級における特別支援教育の充実 
①個別の教育支援計画、個別指導計画の活用 
②教室等環境及び指導方法等の工夫改善 
③副籍制度の活用推進 

特別支援学級における教育の充実 
【通級、固定（共通）】 
①先進的モデル校の指定と情報発信 
②各教育課題への対応 
（キャリア教育、安全教育、ＩＣＴ活用等） 

【通 級】 
①自立活動の指導の充実 
②情緒障害等への指導に伴う巡回指導の実施 
③通級により受講することのできなかった指導内容へ
の配慮 

【固 定】「確かな学力」の定着と社会性の向上 
①行事等の精選と学習時間の効果的運用 
②交流及び共同学習の充実 
③障害の程度に応じた学習グループの編成 

江戸川区教育委員会における特別支援教育の推進概要 



  



 


